
誘導方法（手引きによる歩行）
【誘導の四つの条件】 ①安全性・安心性 ②能率性 ③見た目の自然さ

④視覚障害者・ガイド者の両者にとってのやりやすさ

◆誘導する際には、声かけをし、視覚障害者の斜め

前に立って肘の上部を持ってもらい、誘導者が半

歩先を歩いていきます（身長差がある場合は肩に

手を置いてもらいます）。

◆二人分の幅を確保し、上部にも注意して歩いてく

ださい。二人分の幅が確保できないような狭い場

所を通るときは、誘導している側の腕を背中に回

し、視覚障害者に後ろにはいってもらい、一列に

なって歩きます。

◆段差のあるところは、いったん立ち止まって、「１段

上ります（下がります）。」と直前に声かけをします。

わずかな段差でも声かけは必要です。

◆階段の場合は、いったん立ち止まり、「上り（下り）

階段です。」と直前に声かけをします。階段の終わり

も声かけをします。手引きによる誘導ではなく、階段

の手すりを触って昇降する方法もあります。

■弱視の人の場合は段差を認識できなかったり、急に明

るいところに出ると、見えにくくなったりする場合が

あるので、誘導が必要かどうか声かけをします。

食事の介助
◆食器に触れてもらいながら、盛りつけられている

料理と位置を説明します。

◆食器や盛りつけの位置を時計の文字盤を応用して

説明することもできます。

「９時の位置にサラダがあります。」

「１２時の位置にエビフライがあります。」

【肘の持ち方】

【腕を後ろに回します】

上り階段です


